
２００２年（平成14年）１月１８日（金a4酉別畜FFご諾i（15）在宣1

こr

｡

|£石

,一
けナ

　辺土　　･･゛'ljj,J｡s･
　　　'゜'゛s゛゛'゜'未y薗　皿

　
先
月
中
旬
の
土
曜
日
の
朝
、
川

崎
市
内
の
小
学
校
に
数
人
の
男
性

が
集
ま
っ
た
。
全
員
が
お
そ
ろ
い

の
オ
レ
ン
ジ
色
の
ベ
ス
ト
姿
。
闇

市
の
会
社
員
山
上
伸
さ
ん
（
4
4
）

が
「
じ
ゃ
、
始
め
ま
し
ょ
う
」
と

声
を
か
け
、
校
門
近
く
で
植
栽
の

枝
打
ち
作
業
が
始
ま
っ
た
。

　
二
人
の
息
子
が
闇
小
に
通
う
山

上
さ
ん
は
三
年
前
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
を
務
め
て
い
る
。
た
だ
で
さ
え

な
り
手
が
い
な
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員

で
、
男
性
会
社
員
は
珍
し
い
。
二

年
で
交
代
す
る
つ
も
り
が
、
後
任

が
見
つ
か
ら
ず
、
今
春
ま
で
の
亘
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期
」
に
延
び
た
。
「
だ
れ
か
が
や

ら
な
い
と
組
織
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
か
ら
。
で
も
、
付
き
合
い
は
広

が
っ
た
し
、
よ
か
っ
た
」

　
こ
れ
ま
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
組
合
理
事
長
や
自
治
会
の
役
員

も
引
き
受
け
て
き
た
。
集
団
の
和

を
重
ん
じ
、
地
域
の
付
き
合
い
も

欠
か
さ
な
い
山
上
さ
ん
を
だ
れ
も

が
「
あ
の
人
は
大
人
だ
」
と
言
う
。

　
　
　
　
　
◇

　
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東

京
）
が
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
「
日

本
人
の
生
活
価
値
観
」
調
査
の
一

九
九
六
年
の
リ
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
、
集
団
の
和
を
大
事
に
す
る
考

え
方
を
支
持
す
る
割
合
は
八
五
年

の
5
8
％
か
ら
5
0
％
に
減
り
、
地
域

活
動
へ
の
関
心
は
す
べ
て
の
年
代

で
低
く
な
っ
た
。

　
問
セ
ン
タ
ー
生
活
研
究
部
課
長

の
長
井
毅
さ
ん
は
「
価
値
観
の
多

様
化
に
加
え
、
不
況
や
雇
用
不
安

も
あ
っ
て
、
大
人
た
ち
は
年
々
自

分
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
く
な

り
、
自
分
を
抑
え
て
周
囲
に
配
慮

す
る
『
大
人
の
態
度
』
を
見
せ
る

L_｡｡｡｡_

ど
う
手
広

余
裕
も
な
く
な
っ
た
」
と
見
る
。

結
果
的
に
、
子
ど
も
は
集
団
の
中

で
の
人
と
の
付
き
合
い
方
や
距
離

の
取
り
方
を
学
ぶ
機
会
を
失
う
。

　
　
　
　
　
◇

　
　
「
他
者
や
地
域
と
か
か
わ
る
の

は
、
実
は
面
白
く
て
心
地
よ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
子
ど
も
ら
が
そ

れ
を
知
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
。
社
会

ボランティアで意識育てる

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の
か
か
わ

り
に
よ
っ
て
自
分
が
生
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
る
」
。
若
い
世

代
の
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
阪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
事
務
局
次
長

の
名
賀
亨
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち

の
意
識
に
希
望
を
見
い
だ
す
。

　
同
協
会
で
は
年
二
回
、
高
校
生

が
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
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Ａ
高
校
生
会
の
メ
ン
バ
ー
（
昨
年
1
2
月
、
岡
山
市
内
で
）

知
的
障
害
者
の
施
設
に
五
日
間
泊

ま
り
込
む
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
開
　
一

き
、
施
設
内
の
整
備
や
障
害
者
ら

の
介
助
を
行
う
。
毎
年
、
参
加
者

の
何
人
か
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活

動
を
続
け
る
。
そ
の
一
人
の
永
島
　
」

健
志
さ
ん
（
1
8
）
は
、
「
相
手
の

立
場
で
物
事
を
考
え
リ
ー
ド
し
て

く
れ
る
、
自
分
よ
り
少
し
大
人
の

存
在
に
あ
こ
が
れ
た
」
と
話
す
。

　
岡
山
県
倉
敷
市
の
高
校
二
年
生

千
先
翔
子
さ
ん
（
胃
）
も
、
一
年

生
の
時
に
「
人
と
違
う
こ
と
が
し

た
い
」
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
＝
本
部
・
岡
山

市
）
の
「
高
校
生
会
」
に
参
加
し

た
。
昨
年
三
月
に
は
、
募
金
な
ど

で
資
金
を
集
め
て
再
建
を
支
援
し

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
学
校
を
仲
間

と
訪
れ
、
現
地
の
人
々
の
喜
び
あ

ふ
れ
る
笑
顔
に
迎
え
ら
れ
た
。

　
「
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

学
校
以
外
の
友
達
や
大
人
と
の
打

見
昌
も
増
え
て
、
社
会
で
何
か

で
き
る
か
を
考
え
ら
れ
た
」

　
　
　
　
　
◇

　
子
ど
も
た
ち
に
「
大
人
の
態
度
」

を
見
せ
、
自
分
以
外
の
人
に
配
慮

す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
喜
び
を
ど

う
伝
え
て
い
く
の
か
。
長
井
さ
ん

は
「
時
代
は
変
わ
っ
て
も
大
切
な

こ
と
」
と
話
し
て
い
る
。
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